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心と強くつながる嗅覚

　論理的に説明がつかないものを直感的
に感じ取ったとき、「何か匂うなぁ」と言
いますよね。また、人は匂いを嗅ぐと時
として鮮烈な印象を受けます。例えば、
匂いが食欲や嫌悪感（恐怖）、母性など
の基本的な情動と直結していることは、
多くの人が経験しているはずです。嗅覚
は、論理を飛び越えて、強く心とつながっ
ているのではないかと考えています。
　マウスを使って、ほ乳類の脳が匂い情
報の意味や価値をどのように処理し、情
動や行動を引き起こすのか、そのメカニ
ズムを解明する研究に取り組んでいま
す。そして、匂いに対する生理応答や行
動などを複数の指標で定量的に評価する
システムを開発し、匂いを嗅いだときに
マウスが感じているものが何か、ほぼ正
確に理解できるようになりました。

未開拓分野へのチャレンジ

　大学では、分子生物学に取り組みまし
た。私が学生だった90年代後半はちょ
うど、遺伝子を操作して生体中の遺伝子
の機能を解き明かせるようになってきた
時代でした。もともと嗅覚には関心があ
り、最初は匂いを感知する神経回路につ
いて、分子生物学的に解明する研究を進

めました。やがて、匂いによって脳の中
にある種の感情が生まれて行動が制御さ
れることや、匂いによる情動を遺伝子が
先天的に決めていることなどを明らかに
し、脳で何が起きているのかを科学的に
解明したいと思うようになりました。
　ところが、匂いと心、そして行動とを
つなぐ研究は、世界でもほとんど行われ
ていません。正確な学問名称すらありま
せん。実験方法も手探りで開拓してきま
した。困難な道のりですが、匂いから、
心のメカニズムに肉迫できるのでは、と
いう思いで研究に取り組んでいます。

恐怖を誘発する匂いを開発

　私たちは、天敵の匂いのように、強い
先天的な恐怖反応を引き起こす人工的な
匂い分子を見つけ出しました。この匂い
を嗅がせると、いろいろな動物で、恐怖
を感じたときの行動「すくみ反応（フリー
ジング）」が見られます。この匂いを嗅
がせたマウスの体温変化をサーモグラ
フィーで調べると、背骨周辺の温度が下
がる現象が観察できます。恐怖を感じた
とき、「背筋が寒くなる」と表現しますが、
マウスにそれが現れたのです。嗅覚と情
動や行動を、脳がどのようにつないでい
るのかが解明されれば、恐怖がどのよう

に生まれるのか、なぜ背筋が寒くなるの
かも明らかになるはずです。
　嗅覚メカニズムの応用研究もこれから
です。私たちは会社を設立し、恐怖を誘
発する匂い分子を動物忌

き
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に応用する
開発研究を進めています。まったく新し
い視点でアロマや香水を開発することも
できるでしょう。嗅覚はまだまだ面白い
ことができる分野であり、そこには大き
な可能性が広がっています。
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戦略的創造研究推進事業さきがけ「脳神経回路の形成・動作と制御」領域
研究課題「匂いに対する特異的な行動や情動を制御する神経ネットワーク」

嗅覚メカニズムの
未知の世界を切り開く

●小早川さんの詳しい研究内容を知りたい方はこちらへ
http://www.obi.or.jp/laboratories/functional_neuroscience.html
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ネコを怖がらないマウス。ネコの匂いが怖い
のは遺伝子が先天的に決めているということ
を実験で明らかにした。

研究室で脳活動データを机一面に並べて解析中。
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